















































































































No Materia1 Code Mfg． Lot　No W／Pratio Mixing　time
1 STAR　MIX NSM NIHONSIKEN 247113 20ml／8．69 30sec
2 ALGIACE　POWDER SAA SANKIN 204－439 16ml／9．09 40～60sec
3 AROMA　FIN GAF GC 20ml／8．49 30sec
4 ALGIX　V　POWDER APO HAKKO 20m1／9．09 30～50sec
5 ALGIX　PASTE APA HAKKO 13570917 ＊69／309 30～60sec
6 SURFLEX　F　REGULAR GSF GC 090921 一 60sec
7 SILASCON　REGULAR DSR DOWCORNING kkO31236 一 60sec
8 SILASCON　INJECTION DSI DOWCORNING kkO11330 一 60sec














No Material Code Mfg． Lot　No ＊W／P Mix．　time Expansion％
1 NITTO　DENTAL　PLASTER NTDP NITTO 8819 0．45 60sec
2 SIMOMURA　DENTAL　PLASTER SMDP SIMOMURA 0．45 60sec
3 NEW　PLASTONE GNPS GC 130131 0．45 60sec 0．25
4 SUNSTONE SASS SANKIN 0．45 60sec 0．18
5 SURSTONE GCSS GC 0．45 60sec 0．08
6 MODEROCK　II SFR2 SHOFU 109263 0．45 60sec 0．09　．’

























































































































































NSM SAA GAF APO APA GSF DSR DSI TTR
A　　H A　　H A　　H A　　H A　　H
NTDP　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20
1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
30 75　　50 75　　50 75　　50 75　　50 50　　50 20 50 50 50
C　60 50　　50 75　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 50 20
120 50　　50 50　　50 75　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
SMDP　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20
1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
30 75　　50 75　　50 50　　50 75　　50 50　　50 20 50 20 50
C　60 50　　50 75　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
GNPS　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20
1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
30 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 50
C　60 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
SASS　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20
1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
30 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 50
C　60 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
GCSS　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20
1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
30 20　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
C　60 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
SFR2　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20
1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
30 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
C　60 50　　50 75　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
GCNF　　　30 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20　　20 20 20 20 20
1　60 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
120 50　　20 50　　20 50　　20 50　　20 20　　20 20 20 20 20
30 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
C　60 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
120 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 50　　50 20 20 20 20
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Fig．5　Surface　roughness　of　casts　from　alginate　impression　material
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Fig．6　Surface　roughness　of　casts　from　elastmeric　impression　material
なった．アルジネート印象材は硬石膏と適合性が
良いと言われているが石膏との組み合わせによる
細線再現性の差異は見られなかった．
3．表面粗さ
　三位点粗さ（R3）をFig．5，6に示す．ラ・ミー
ベース印象材のDSRでは，平均のR3は普通石膏
4．67μm，硬質石膏4．43μm，超硬質石膏3．34μm
であり，各石膏の製品間の差はみられなかった．
また30分保存よりも120分保存の方が表面粗さは
減少したが，印象材の種類や重合様式の違いによ
る粗さの差は観察できなかった．アルジネート印
象材でも時間経過と共に粗さの減少がみられた
が，SAAとAPAで20μm以上の粗さがあり，こ
の2製品では石膏の種類や保存条件の違いによる
粗さの差は観察はできなかった．GAFとAPOで
は，特に硬質石膏との組み合わせで100％保湿箱中
保存された模型の方が粗さが大きくなった．また，
NSM，　GAF，　APOで超硬質石膏のSFR2と
GCNFの粗さが大きく，この組み合わせで面荒れ
の起こったことがわかった．
考 察
　アルジネート印象材と石膏には適合性の有無が
あり，原則的に超硬質石膏を注入してはならない
といわれるが，多数の製品の中には適合性の良い
ものもある．ハイドロコロイド系であるため寸法
安定性から言うとラ・ミーベースには及ぼないが，
適合性の良い組み合わせを選択し，環境条件を整
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えれぽ，かなり精密な印象を採得できるまでに物
性は向上している．
　アルジネート印象材の寸法変化は，ゲルの構造
間隙に存在するゾルの水分の増減による離漿現象
と膨潤により引き起こされるlo）．空気中では離漿
現象に加え乾燥蒸発による収縮が起こり大きな寸
法変化となる．各製品間には成分比率，添加剤，
ゲル構造等の差異があるため離漿の速度や量も異
なり，空気中ではその影響が顕著に現れたものと
考えられる．SAAでみられた60分の大きな収縮や
GAF，　APO，　APAの120分での収縮は，印象材の
中心方向に向かった収縮が起こり，印象トレーか
ら剥離したために生じた収縮であると考えられ
る．
　100％保湿箱中でも離漿現象を抑えることは不
可能で，離漿による脱出水分を石膏が吸水膨張す
ることと相まってラ・ミーベース印象材から得られ
た模型の2倍以上の寸法変化率を呈している．ま
た離漿による脱出水分が未反応ゾルや充填材に再
吸収されて表面的に膨潤が生じるという報告6）も
あり，NSM，　SAA，　APAでみられた模型の収縮
はこれに関連していることも考えられる．歯列模
型では部位により空気中保存より大きな寸法変化
が認められた報告8）もあり，いずれにせよ100％保
湿箱の過信は危険であるといえる．
　従来ハイドロコロイド系印象材は石膏の硬化を
阻害し模型面を粗造にするため固定操作が行われ
てきた。最近の製品では組み合わせにより固定操
作せずとも良好な模型面の得られるものも少なく
ない．この実験でもSAAとAPAを除き比較的
良好な模型面を得た．しかし，超硬質石膏のなか
には成分中の添加剤と反応し表面あれを起こすも
ののあることも知られている11）．今回の実験では，
細線再現性には大きな影響はみられなかったが，
表面粗さではSFR2，　GCNFに面荒れが確認され
た．超硬質石膏注入のための固定液の報告12）もあ
り面荒れの改善が期待される．
　GAFとAPOでは100％保湿箱保存で表面粗さ
の増加がみられたが，離漿による脱出水分が蒸発
しないために印象材に含まれる硬化促進剤の作用
が阻害されているか，あるいは石膏が印象面に付
着して剥離しやすくなっていると考えられる．表
面粗さからみて保湿箱保存が不適または禁忌の製
品があるという報告13・14）もあり，寸法変化の結果
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と考え合わせると100％保湿箱保存が最良の方法
であるという説は疑問視される．
　今回の実験では環境要因を空気中と100％保湿
箱中の2因子に設定したが，水中保存や温度，水
洗，消毒，固定等の因子によってもアルジネート
印象材は大きな影響をうけることが考えられ，こ
れらに対する製品格差と適合性を明かにすること
がこれからの課題である．
結 論
　5種類のアルジネート印象材と7種類の石膏を
組み合わせ，得られた模型について寸法変化・細
線再現性・表面粗さを測定した結果，以下の結論
が得られた．
　1．寸法変化は，空気中保存されたものに大き
な製品格差が現れたが，100％保湿箱中保存された
ものにはあまり製品格差は現れなかった．
　2．寸法変化からみてアルジネート印象材の保
存は30分が限度であった．
　3．細線再現性は，印象撤去後の時間経過と共
に低下した．
　4．表面粗さは，時間経過と共に減少する傾向
にあった．
　5．いくつかの製品において空気中保存された
ものより100％保湿箱中保存されたものの方が大
きな表面粗さを示した．
　6．石膏を直ちに注入できない場合は100％湿
度で印象を保存することが最良の方法であるとい
われているが，いくつかの製品は100％保湿箱保存
が適さない結果となった．
　7．ラバーべ一ス印象材は120分の保存で寸法
精度，細線再現性，共に安定していた．
　8．ラバーべ一ス印象材の表面粗さは，時間経
過と共に減少する傾向にあった．
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